
 

～館林市の現状～ 
 

１ 児童生徒数について   
 

少子化の進行に伴い、本市の児童生徒数は令和 6 年度と 30 年前（平成 6 年度・1994 年）を比較する

と、小学校の児童数は 40.1％減少、中学校の生徒数は 38.3％減少しています。5 年後の令和 11 年度

には、更なる児童生徒数の減少が見込まれます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 学級数について 
 

■学級編制の基準 

群馬県では、全県下で国の標準を下回る少人数学級編制を実施しています。少人数学級編制によ

り、児童生徒一人一人にきめ細かな指導が可能となり、学校生活の充実などにつながっています。 
 

【国と県の違い（１学級当たりの人数）】 ※令和 6年度時点      （人） 

学年 小 1 小 2 小 3 小 4 小 5 小 6 中 1 中 2 中 3 

群馬県 30 30 35 35 35 35 35 35 35 

国標準 35 35 35 35 35 40 40 40 40 

 

■学級規模の割合 

   本市における 1 学級当たりの人数は、小学校・中学校ともに 21～30 人学級が約 7 割を占めてい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※令和 11 年度は住民基本台帳の未就学児数を基に児童生徒数を推計 
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市立小中学校の児童生徒数推移 

年度 H6 H16 H26 R6 R11 

小学校(人) 5,347 4,760 4,199 3,205 2,500 

中学校(人) 2,965 2,199 2,252 1,829 1,603 

小中合計 8,312 6,959 6,451 5,034 4,103 
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(％) 
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(％) 
-25.8 -24.0 -38.3 -45.9 

 

平成 6 年度と各年度を比較した増減率 
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３ 学校規模について   
 

学校教育法施行規則では、小中学校の学級数は 12～18学級が「適正規模」とされています。令和 6

年度現在で、本市においては全 16校のうち 5校が適正規模を下回る「小規模校」となっています。 

小規模校には、以下のような特徴があります。 

メリット 

・きめ細かな指導が行いやすい 

・相互の人間関係が深まりやすい 

・学校が一体となって活動しやすい 

課 題 

・切磋琢磨する機会が少なくなりやすい 

・クラス替えが難しい等から人間関係が固定化しやすい 

・集団での活動などに制約が生じる 

 
 

４ 対応策として（事例）  
 

少子化や学校の小規模化など、時代の変化に対応し、本市の未来ある子どもたちの学びやすい教育

環境を整備するためには、魅力ある学校づくりや将来を見据えた学校のあり方について検討する必要

があります。 

これら諸問題への対応策として、一般的に以下のような事例が挙げられています。 

 

■小規模校を生かした教育の実施 

■学校選択制（一定のルールに基づき、希望する学校に就学を認めるもの） 

■通学区域（学区）の見直し 

■統廃合等 

①統合・廃合 …複数の学校を１つに統合し、新設校の整備などを行うもの。 

②小中一貫教育…小中連携のうち、小学校と中学校が目指す子ども像を共有し、9年間を通じた 

教育課程により系統的な教育を目指すもの。義務教育学校や小中一貫校などが 

ある。 

 

 

 

 

 

                ※いずれも施設のあり方として、「施設一体型」「併設型」「分離型」がある 
 

 

③中高一貫教育…中学校と高等学校の 6年間を通した学校生活の中で計画的・継続的な教育課程

を展開することで、個性や創造性を伸ばすことを目指した教育。 

       

 

 

 

 

 

 

 

・小中学校それぞれに、 

校長や教職員組織あり 

・組織はそれぞれ独立 

 小中一貫校 
小学校 

中学校 

 

 

 

 

 

・1 人の校長 

・1 つの教職員組織 

・修業年限は 9年 

（前期6年＋後期3年） 

※学年は 1年生～9年生 

義務教育学校 



 

 

 

参考資料 
 

 館林市立小学校の学区（通学区域）  
 

本市の学区は、行政区や学校規模、交通事情等を考慮して設定されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地図番号 学校 地域 

① 第一小学校 
本町 1丁目、本町 2丁目(※)、仲町、西本町、台宿町、朝日町、広内町、代官町、 

大街道、新栄町、成島町(※)、栄町、岡野町(※)、坂下町、東広内町 

② 第二小学校 
本町 2丁目(※)、本町 3丁目、本町 4丁目、松原、大手町、千代田町、 

緑町 2丁目、富士見町(※)、新宿 1丁目(※) 

③ 第三小学校 城町、尾曳町、加法師町、つつじ町、当郷町、若宮町、瀬戸谷町、細内町、四ツ谷町 

④ 第四小学校 大島町、千塚町、田谷町 

⑤ 第五小学校 
羽附町、花山町、楠町、羽附旭町、上赤生田町、赤生田本町、赤生田町、 

当郷町(※）、南美園町(※) 

⑥ 第六小学校 
新宿 1丁目(※)、新宿 2丁目、緑町 1丁目、小桑原町、富士原町(※)、青柳町、 

諏訪町、富士見町(※)  

⑦ 第七小学校 上三林町、下三林町、入ケ谷町、野辺町 

⑧ 第八小学校 高根町、日向町、北成島町、木戸町、松沼町、西高根町 

⑨ 第九小学校 足次町、傍示塚町、上早川田町、下早川田町、大新田町、岡野町(※) 

⑩ 第十小学校 近藤町、成島町、大谷町、赤土町、富士原町(※)、苗木町 

○美  美園小学校 美園町、堀工町、分福町、南美園町(※)、西美園町、東美園町 

(※)一部地域が該当 


